
 

 

 

◆（報告） 

「日本コンクリート診断士会 ２０１９年次発表会」 

（第 3 回保有技術発表 第 7 回業務体験発表） 

主催：(社)日本コンクリート診断士会 

共催：高知県コンクリート診断士会  

・開催日：令和元年 11 月 15 日（金） 

・場 所：高知県建設会館 

日本コンクリート診断士会（略称 JCD）会員による年次発表会（旧：業務体験発表会）が、高知

市で開催されました。今回で 7 回目となります。当初は東京開催でしたが、隔年毎に地区の診断士会

が主管となり地方で開催されることとなり（2015 年に金沢で初開催）、今年は高知県コンクリート

診断士会の皆様のお世話になりました。全国各地区から合わせて 67 名の会員が参加し、保有技術は

2 題、体験発表は 11 題（うち 1 題は報文のみ）の発表でした。 

石川県からは、古川会長が「塩害環境下のボックスカルバートの調査・補修設計」と題して発表し、

北陸特有の事例に多くの質問がありました。なお、次回の地方開催（2021 年）は、宮崎県で行いま

すので多くの会員の参加を希望します。 

 

 

 

 

石川県コンクリート診断士会 活動レポート（2019 年 11 月号） 



◇講師派遣「コンクリート構造物の維持管理研修」 

・主催：石川県土木部監理課技術管理室、（公財）いしかわまちづくり技術センター 

・開催日 

令和元年 12 月 11 日（水） 奥能登行政ｾﾝﾀｰ 4 階 41～43 会議室 

令和元年 12 月 13 日（金） 石川県直江庁舎 4 階 401～403 会議室 

・講義内容 

①わかりやすい塩害劣化のメカニズム 

② 事例に基づいた、塩害の点検・調査・診断 

③ 塩害に対する補修・補強の考え方 

例年通り、石川県土木部と（公財）いしかわまちづくり技術センター主催のコンクリート構造

物の維持管理研修へ 4 名の講師を派遣しました。今年は「塩害」を主題とし、それぞれの講義内

容について 1 時間程度発表しました。能登会場では 32 名、加賀会場では 73 名もの方々が参加

され、活発な質疑もありました。なお、次年度は「ＡＳＲ」との事です。引続き当会からサポー

トできるよう、本年度の反省も踏まえ継続支援致します。 

 

 

 

 

 

 



◆最新情報・ニュース 

◇発表者募集中「ＩＣＤ事例発表会」 

・開催日：令和 2 年 2 月 27 日（木）13：00～17：00 

・場 所：金沢勤労者プラザ 1 階 101 研修室 

※発表時間は各人 15 分程度です。 

コンクリート、施工、維持管理に関するどのような話題でもＯＫです。 

 

（担当：古川） 


